
１ １０～１月の気象経過と1ヶ月予報

２ 生育調査ほの生育状況
（２月10日現在，表１，次頁写真１）

◆ 草丈と茎数は，すべてのほ場で平年を上回っており，幼穂長は，樫崎を除いて平年より長いです。

◆１０月中旬までに播種した大麦ほ場では，幼穂形成期に入っています。

表１ 生育調査ほ調査結果（２月７日，１０日調査）
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TEL:0225-95-7612     FAX:0225-95-2999
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-sgsin-n/

技術情報はこちらからも！→
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図１ 気象経過（アメダス石巻） ※ 点線は平年値
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図２ 1ヶ月予報（2/12～3/11 ）
数値は，各項目の各階級の確率を示す
（仙台管区気象台2/10発表）
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図３ 1ヶ月予報（週毎 ）
数値は，各項目の各階級の確率を示す
（仙台管区気象台2/10発表）

少 雨

多 照 多 照

高 温

本年 前年差 平年差 本年 前年差 平年差 本年 前年比 平年比 本年 前年差 平年差

シュンライ
神取
（桃生）

10/10 -6日   -14日 18.0 +6.5 +8.6 1030 167% 212% 2.5 +1.5 +1.7

高須賀
（桃生）

10/22 +2日   -3日   11.6 +1.0 +1.1 561 163% 145% 1.0 +0.2 +0.3

真野
（石巻）

10/23 -6日   -6日   10.3 +0.8 +1.1 694 164% 161% 0.8 +0.2 +0.1

ホワイトファイバー
水沼
（石巻）

10/18 -2日   14.5 +5.4 837 101% 1.3 +0.4

小船越
（河北）

10/10 -50日  -27日 22.3 +19.8 +14.1 1297 499% 429% 0.5 － +0.5

樫崎
（桃生）

10/31 +11日  +3日   16.4 +4.3 +5.7 637 94% 111% 0.1 -0.2 -0.1 

品種 調査ほ
（旧市町）

播種日（月日） 草丈（ｃｍ） 茎数（本/㎡） 幼穂長（ｍｍ）

ミノリムギ

 ※　水沼ホワイトファイバー調査ほは調査４年目のため，平年差・比は過去３か年の平均値との比較。

シラネコムギ

※平年差・比は過去５か年の平均値との比較。播種日の+は遅い，-は早いことを示す。

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-sgsin-n/
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写真１ 高須賀ミノリムギ約1.3mm

写真２ 神取シュンライ約2.5mm

図４ 生育調査ほにおける幼穂長の推推※緑線内：幼穂形成期（幼穂２～３mm）

ｼｭﾝﾗｲ（神取） ﾐﾉﾘﾑｷﾞ（高須賀） ﾐﾉﾘﾑｷﾞ（真野）

写真３ 生育調査ほの生育状況

ホワイトファイバー（水沼） ｼﾗﾈｺﾑｷﾞ（小船越） ｼﾗﾈｺﾑｷﾞ樫崎）



３ 今後の管理

（１）「排水対策」 ～ 融雪や降雨によるほ場の停滞水を速やかに排出することが重要です ～

暗きょが閉じているほ場がないか，再点検しましょう。また，明きょの手直しを行いましょう。

（２） 「麦踏み」 ～ ほ場が乾いている時に，茎立ち前までに行いましょう！ ～

◆ 麦踏みは，融雪後，茎立ち前までに行いましょう。

◆ 土壌が湿った状態で麦踏みを行うと，土壌が固く締まって根の伸長阻害や排水性

悪化の原因となります。作業は，必ずほ場が乾いた状態で行うようにし，ほ場が乾かない

うちに無理に行わないようにしましょう。

◆ 湿害によって葉の黄化や生育量不足が著しい場合や，鳥類による食害が見られる場合には，

効果が十分に得られないので，麦踏みを行う必要はありません。

◆ 融雪後の生育量が小さい場合（㎡当たりの茎数が400本以下，写真４参照）や，

葉の黄化が著しい場合などに，Ｎ（窒素）成分で１～２kg/10a程度施用します（表２）。

茎数が多く，葉色の低下も見られないほ場では不要です。

◆鳥類による食害の著しいほ場では，融雪後ほ場に入れるようになったら新葉の生育促進のた

め株直し追肥を行いましょう。施用量はＮ（窒素）成分で１㎏/10aが目安です。

～排水対策，麦踏み，追肥のポイント～

3

茎数 約２３０本/㎡
茎数 約４００本/㎡ 茎数 約５７０本/㎡

写真４ 茎数の目安 （シュンライ，条間３０ｃｍの例）
５０ｃｍ

◆ 麦類は幼穂長が２mmを超える頃から茎立ちし，幼穂や節間の伸長が急激に進むため，

この頃の窒素栄養状態の悪化は有効茎歩合の低下を招きます。その一方で，過剰施用は節間

伸長を助長し倒伏の原因となるので，適期・適量施用に努めましょう！

◆ 追肥一発型肥料は，大麦においては，株直し追肥，または幼穂形成期追肥のうち１回目の追
肥時期に施用し，それ以降の追肥を省略できると考えられます。表に示した時期は平年の場合の
大よその目安であり，実際には現地ほ場の幼穂長を見てから追肥時期を判断しましょう。

② 幼穂形成期追肥 ・・・ 穂数の増加

株直し追肥
（融雪後）

幼穂形成期
（幼穂長２～３ｍｍ）

減数分裂期
（幼穂長３０ｍｍ）

穂揃期
（８～９割が出穂）

茎数の増加
葉色の回復

有効茎歩合増加
（穂数の確保）

一穂粒数の増加
登熟良化

小麦の子実タンパク質
含有率の向上

シュンライ，ホワイトファイバー ２月下旬～３月中旬 ４月中旬

ミノリムギ ３月上旬～４月上旬 ４月下旬～５月上旬

窒素成分１～２ｋｇ 窒素成分２～２.５ｋｇ 窒素成分２～２.５ｋｇ
（硫安５～１０ｋｇ） （硫安１０～１２ｋｇ） （硫安１０～１２ｋｇ）

２月 ３月下旬～４月中旬 ４月下旬～５月上旬 ５月中旬

窒素成分１～２ｋｇ 窒素成分２～２.５ｋｇ 窒素成分４～５ｋｇ 窒素成分２～２.５ｋｇ

（硫安５～１０ｋｇ） （硫安１０～１２ｋｇ） （硫安２０～２５ｋｇ）

硬質麦防止のため
実施しない１０ａ当たり

施用量

追肥の種類
（生育ステージ）

目　的

大

麦

小

麦

時期

１０ａ当たり

施用量 （硫安１０～１２ｋｇ）
※　夏黄金は２倍

時
期

２月

（３） 「追 肥」 ～ 幼穂長を確認し，適期追肥に努めましょう！ ～

① 株直し追肥 ・・・ 葉色の回復，茎数の増加

表２ 追肥の施用時期と施用量の目安
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参
考
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節
間
伸
長
前
の
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布
が
効
果
的
で
す
（一
年
生
広
葉
雑
草
対
策
）。

慣
行
の
使
用
方
法
で
は
，
土
壌
処
理
剤
が
散
布
で
き
ず
，
ｽ
ｽ
ﾞﾒ
ﾉ
ﾃ
ｯﾎ
ﾟｳ
や
一
年
生
広
葉
雑
草
が
発
生
し
た
際
に
，
越
冬
前
に
本
剤
を
使
用
す
る
（-
①
），
気
象
条
件

等
に
よ
っ
て
雑
草
発
生
が
早
ま
っ
た
場
合
に
，
越
冬
直
後
に
本
剤
を
使
用
す
る
（
-
②
）と
い
う
方
法
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
使
用
し
た
場
合
，
大
麦
の
茎
立
ち
と
合

わ
せ
て
一
年
生
広
葉
雑
草
が
多
発
す
る
と
，
登
録
が
あ
る
除
草
剤
が
限
ら
れ
る
上
に
，
雑
草
の
生
長
時
期
は
水
稲
作
業
で
多
忙
に
な
り
，
適
期
防
除
が
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
大
麦
の
茎
立
ち
期
頃
か
ら
発
生
す
る
一
年
生
広
葉
雑
草
発
生
量
が
多
い
ほ
場
に
お
い
て
は
，
土
壌
処
理
剤
効
果
も
期
待
で
き
る
茎
葉
処
理
剤
「ハ
ー
モ

ニ
ー
7
5
D
F
水
和
剤
」を
節
間
伸
長
前
に
1
0
g
/
1
0
a
（希
釈
水
量
1
0
0
L
）散
布
す
る
(-
③
)こ
と
で
，
そ
の
後
の
雑
草
発
生
密
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す

（下
写
真
の
よ
う
に
赤
く
枯
れ
て
き
ま
す
）。

※
普
及
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
，
土
壌
処
理
剤
の
み
区
と
，
土
壌
処
理
剤
＋
本
剤
区
で
の
雑
草
調
査
で
は
，

土
壌
処
理
剤
の
み
区
と
比
べ
て
雑
草
本
数
が
2
2
%
，
乾
物
重
は
8
%
で
し
た
。

（
散
布
日
：
R
2
/
3
/
1
6
，
調
査
：
散
布
後
3
0
日
）

図
５

大
麦
生
育
ス
テ
ー
ジ
と
除
草
剤
散
布
時
期
（
青
：
慣
行
，
赤
：
推
奨
）
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剤
の

適
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な
使

用
が

前
提

！


